
為替週間展望＝ドル円は１０４円台を中心とするもみ合いか

　　　　　　　　　　［１１月２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 26 日～ 10 月 30 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  104.76   105.06(26)    104.03(29)    104.24   -0.47

ユーロ・ドル  1.1845   1.1861(26)    1.1650(29)    1.1680   -0.0180

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    22,977.13     -539.46     日本10年債利回り   0.041    0.000

ダウ平均株価    26,659.11    -1676.46     米10年債利回り     0.823   -0.020

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２日　　豪９月住宅建設許可件数

　　　　中国１０月財新製造業購買担当景気指数

　　　　独・ユーロ圏・英１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米製造業ＰＭＩ

　　　　米１０月ＩＳＭ製造業景況指数

　　　　米９月建設支出

３日　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　スイス１０月消費者物価指数

　　　　米９月製造業受注

         米大統領選挙

４日　　ＮＺ第３四半期雇用統計

　　　　豪９月小売売上高

　　　　独・ユーロ圏・英１０月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏９月生産者物価指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米１０月ＡＤＰ雇用統計

　　　　カナダ９月貿易収支

　　　　米９月貿易収支

　　　　米１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数

５日　　豪９月貿易収支

　　　　独９月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏９月小売売上高指数

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米第３四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利

６日　　日本９月勤労者世帯家計調査

　　　　独９月鉱工業生産指数

　　　　カナダ１０月雇用統計

　　　　米１０月雇用統計

　　　　カナダ１０月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　中国１０月貿易収支

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国の追加経済対策関連の報道に左右されやすい状況が続くことと

なりそう。ドル円は１０５円の節目からの下げは限定的で１０４円を大きく割り込むこ
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とはないとみられ、１０４～１０５円台を中心とするもみ合いで推移する展開になると

した。

　　　　

【欧米での新型コロナウイルスの感染再拡大が株式市場の重石に】

　新型コロナウイルスの感染再拡大が続いており、２８日は欧州株も米国株も急落し

た。米国株はＮＹダウが９４３ドル安となるなど、主要３指数は軒並み３％超の下げと

なった。欧州でもＤＡＸは４％超の急落となるなど全面安となった。２９日にはやや落

ち着きを見せたものの、感染再拡大の影響は続くとみられる。

　　

　フランスで１０月３０日から全土で大規模なロックダウン（都市封鎖）措置が導入さ

れる。フランスのマクロン大統領はテレビで、流行が加速しており、歯止めをかけない

と病院に患者があふれるとの警戒感を示した。ドイツは１１月２日から１か月間の部分

的なロックダウン措置を導入して、飲食店、プールや事務、映画館や劇場などの文化施

設などが閉鎖される。

　　

　欧米での新型コロナウイルスの感染拡大による実体経済への悪影響が警戒されて、リ

スク回避のドル買いと円買いに傾きやすくなっている。２８日の海外市場では円買いの

方が勝ってドル円は１０４．１１円付近まで下落した。２９日はロンドン市場で１０

４．０３円まで下落して、１０４円割れを試す展開となった。その後は下げ渋りを見せ

ているが、一段の円高への警戒感はくすぶり続けそうだ。

　　

　米国での追加の経済対策の協議は大統領選前に合意する可能性は極めて低くなり、市

場の警戒感につながっている。こうした中、１１月３日には米大統領選挙が行われる。

現職のトランプ米大統領が勝つのか、事前の世論調査で優勢が報じられる民主党のバイ

デン候補が勝つのか、その動向が注目される。最近ではバイデン候補が優勢との世論調

査が多く報じられてきたが、直前になってトランプ米大統領が巻き返しているとの報道

もある。

　　

　今回の大統領選挙では、新型コロナウイルスの影響もあり、郵便投票が大幅に増加し

ている。郵便投票は集計作業の遅れや不正を懸念する声もあり、その場合、トランプ米

大統領が連邦裁判所に提訴する可能性まで出てきている。米大統領がすんなりと決まら

ない場合は、リスク回避の動きに傾き、円買いが進む可能性が高まりそうだ。

　　

　米大統領選ですんなりと大統領が決まるかが不透明となっており、こうした混乱の下

では米国での追加の経済対策の協議が合意の至るにも時間がかかるとみられる。こうし

た中、株式や為替市場も大統領選や新型コロナウイルス関連の報道に左右されやすい動

きとなろう。

　　

　米大統領がすんなり決まれば金融市場も短期間で落ち着きを取り戻し、１１月第１週

に発表される米雇用統計などの経済指標に反応しやすくなるとみられる。そうでない場

合は、市場の混乱が続いて円買い圧力が強まりそうだ。米大統領選の混乱などが見込ま

れる中、ドル円は上値の重く推移して、１０４円台を中心とするもみ合いとなりそう

だ。ドル円の目先の予想レンジは、１０３．００～１０５．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２日に米製造業ＰＭＩ、米１０月ＩＳＭ

製造業景況指数、米９月建設支出、３日に米９月製造業受注、４日に米ＭＢＡ住宅ロー

ン申請件数、米１０月ＡＤＰ雇用統計、米９月貿易収支、米１０月サービス業ＰＭＩ確

報値、米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数、５日に米新規失業保険申請件数、米第３四半

期非農業部門労働生産性指数、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利、６日に日

本９月勤労者世帯家計調査、米１０月雇用統計などがある。

　　

【ＥＣＢ理事会では金融政策は据え置き】

　１０月２９日に開催された欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、金融政策を据え置く

ことを決定した。ラガルド総裁は記者会見で「景気の下振れリスクは明らか」「ＥＣＢ

が１２月に行動することはほぼ疑いない」「緊急に会合を開く必要があれば、行動に移

すだろう。その準備はできている」などと述べた。次回１２月１０日のＥＣＢ理事会か

その前に追加緩和に動く可能性を示唆した。

　　



　ユーロドルは欧州での行動制限の導入による景気の下振れ懸念やＥＣＢによる追加緩

和観測などを背景に２９日の海外市場で１．１６５０近辺まで下落した。ユーロドルは

引き続き上値の重い動きが見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１５０

０～１．１７５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２日に豪９月住宅建設許可件数、中国１０

月財新製造業購買担当景気指数、独・ユーロ圏・英１０月製造業ＰＭＩ確報値、３日に

豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、スイス１０月消費者物価指数、４日にＮＺ第３四半期雇用

統計、豪９月小売売上高、独・ユーロ圏・英１０月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏９

月生産者物価指数、カナダ９月貿易収支、５日に豪９月貿易収支、独９月製造業受注指

数、ユーロ圏９月小売売上高指数、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、６日に独９月鉱工業生

産指数、カナダ１０月雇用統計、カナダ１０月ＩＶＥＹ購買部協会指数、７日に中国１

０月貿易収支などがある。
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